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特 集 新生･美浜中学校が誕生

Chikai Nagai

　

建
設
委
員
会
で
は
、
福
井
大

学
の
松
下
教
授
を
始
め
、
中
学

校
P
T
A
会
長
、
区
長
会
長
等

計
10
人
の
委
員
の
皆
様
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
通
算
11
回
に

わ
た
り
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

施
設
内
容
に
つ
い
て
は
、
現

代
の
教
育
環
境
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
を
と
、
県
内
の
新
し
い
校

舎
の
視
察
、
ま
た
実
際
に
学
校

生
活
を
送
る
生
徒
や
先
生
方
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、

新
校
舎
の
建
設
計
画
を
立
て
ま

し
た
。

　

改
め
て
校
舎
を
見
渡
す
と
、

幅
広
く
意
見
を
反
映
し
た
こ
と

で「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
深
ま

る
先
進
的
な
学
校
」に
完
成
し

た
と
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

新
校
舎
で
は
、
学
年
で
教
室

が
分
か
れ
る
も
の
の
、
2
階
が

吹
き
抜
け
と
な
る
交
流
エ
リ
ア

や
、
学
年
に
関
わ
ら
ず
各
教
科

の
学
習
が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ブ

ス
ペ
ー
ス
等
が
あ
る
た
め
、
生

徒
同
士
、
ま
た
生
徒
と
先
生
と

の
距
離
が
縮
ま
り
、
人
と
人
と

の
繋
が
り
が
深
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
進
め
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
教
育
の
設
備
を
整
備

し
た
こ
と
に
よ
り
、
町
の
拠
点

施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
生
徒
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
の
学
び
舎
で
多
く
の

こ
と
を
吸
収
し
、
す
ば
ら
し
い

人
材
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

建設委員会委員長

永井 智海 さん
( 佐田 )

Interview

次
代
の
美
浜
町
を
担
う

生
徒
た
ち
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す

メディアホール

　映像装置を備えた階段状の

教室で、学年単位での学習が

可能です。

　収容人員は120人で、さま

ざまな専門家を講師に招いた

授業やインターネットライブ

授業を実施することができま

す。

[1階]

　生徒が自発的に学習するための空間と

して、普通教室(南側)と特別教室(北側)

の間に各教科ごとに分けて配置されてい

ます。

　このスペースには、各教科で学習する

資料や展示物を備え付け、教員によるプ

レゼンテーションや研究スペースとして

も活用されます。

アクティブスペース
[1階･2階]
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保
護
者
の
皆
様
が
待
ち
望
ん

で
お
ら
れ
た
新
校
舎
が
完
成

し
、
新
た
な
る
美
浜
中
学
校
の

歴
史
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

新
校
舎
は
、
こ
れ
ま
で
の
校

舎
と
は
作
り
が
大
き
く
違
い
、

何
と
言
っ
て
も
開
放
感
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
窓
が
多
く
て
校

内
が
非
常
に
明
る
く
ア
ク
テ
ィ

ブ
ス
ペ
ー
ス
も
広
々
と
し
て
お

り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
て
の
太
陽
光
発
電
や
風
力
発

電
、
雨
水
利
用
等
数
多
く
の
最

新
の
シ
ス
テ
ム
が
装
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
ま
で

戸
惑
い
を
感
じ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
一
日
で
も
早
く
馴
染

ん
で
い
た
だ
き
日
々
の
学
校
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

机
や
椅
子
等
は
今
ま
で
の
物

を
使
用
し
ま
す
が
、
新
し
い
物

ば
か
り
の
中
に
あ
っ
て
面
影
の

残
っ
た
物
が
あ
る
の
も
良
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、

新
校
舎
を
き
れ
い
に
大
切
に
使

用
し
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
残
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
校
舎
建
設
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
今
後
も
学

校
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
と

連
携
し
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Masaaki Nohara

野原 正明 さん
( 新庄 )

美浜中学校 PTA 会長 Interview

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を

見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

　生徒同士の交流が深められる中央広場とし

て位置づけしています。仮設ステージの設置

等によりさまざまなイベントの会場としても

活用できます。

　また、壁面には環境モニタリングのディス

プレイ(写真中央部)が設置されており、屋外

に設置している｢太陽光パネル｣･｢風力発電｣

の発電状況等を確認することができます。

交流エリア
[1階]

ランチルーム

　御岳山を眺めることが

できる南東側に配置され

ており、明るい空間の中

で学年ごとに給食を食べ

ます。

　座席は128席あり、食

育学習をする場としても

活用されます。

[1階]
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特 集 新生･美浜中学校が誕生

　

美
浜
中
学
校
の
新
校
舎
及
び

体
育
館
の
完
成
に
あ
た
り
、
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
す
べ
て
の

皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

生
徒
諸
君
に
は
、
こ
の
学
校

建
設
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
感
謝
し
、
こ
の
新
し
い

校
舎
で
一
生
懸
命
学
び
、
い
ろ

い
ろ
な
体
験
と
感
動
を
作
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
今
年
度
の
教
育

ス
ロ
ー
ガ
ン
を「
新
し
い
環
境

で
新
し
い
教
育
を
」と
掲
げ
、

教
職
員
一
同
、
生
徒
の
学
力
向

上
を
始
め
、
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
人
材
を
育
て
て
い
く
た

め
、
精
一
杯
の
教
育
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
そ
の
教
育
活
動
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

に
、
こ
の
新
校
舎
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
か
が
課
題
で

す
が
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
学
習
を
取
り
入
れ
特
色
あ
る

教
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
学
校
の
イ
メ
ー

ジ
が
一
新
さ
れ
、
今
ま
さ
に
新

た
な
る
ス
タ
ー
ト
の
時
で
す
。

新
し
い
学
校
で
戸
惑
う
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
町

民
の
皆
様
の
期
待
に
添
え
る
よ

う
に
、
生
徒
を
始
め
、
教
職
員

･

家
庭･

地
域
が
一
体
と
な
り

「
生
徒
も
教
職
員
も
喜
ん
で
通

う
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

美浜中学校校長

福田 洋一郎 校長
( 佐野 )

Interview

新
し
い
環
境
で
、
新
し
い
教
育
を

エネルギー環境教育設備

　エネルギー環境教育を実践するための専用教室です。天井に

は、ドーム型のプラネタリウムが設置されており、いつでも天体

学習が可能です。

　室内には、原子力発電所の模型やエネルギー環境教育を学ぶ上

で必要となる実験機器を配備しています。

エネルギー環境教室

② ③

①

①太陽光集光装置･･･太陽光を鏡で反射させ中庭を明

るくする装置です。(屋上に2基設置)

②太陽光パネル･･･縦5.2ｍ、横46.7ｍで最大30kW

の発電が可能です。(屋上に設置)

③風力発電装置･･･ジャイロミル式の風力発電で最

大1kWの発電が可能です。(校門入口に1基設置)

[2階]

[屋外]

Yoichiro Fukuda‐ ‐
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※
応
募･

お
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
１
９

－

１
１
９
２

　

美
浜
町
郷
市
25
‐
25

　

町
住
民
安
全
課

(

美
浜
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議  

   

事
務
局[

担
当
：
田
辺･

西
村])

[

電
話]

32
‐
６
７
０
３

[

F
A
X]

32
‐
５
８
８
５

美浜の環境シリーズ ⑮

社会福祉協議会 美浜町

5 月 560個 2,320個

7 月 10,400個 －

8 月 19,320個 3,720個

エコ川柳
　コンクール作品を

募集します
　美浜環境パートナーシップ会議「もったいないグループ」では、

皆さんのエコに関する川柳を募集します。

　あなたの環境に対する思いを川柳で表現してください。

　多数の応募をお待ちしています。

● 

内 

容

　

エ
コ
に
関
す
る
内
容
な
ら
何
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

(

例)

「
地
球
温
暖
化
」･

「
ゴ
ミ
の
減

量
化･

資
源
化
」･

「
も
っ
た
い
な
い
」

に
関
す
る
こ
と 

な
ど

　町では、ポリオワクチンの購入費用に充てられ
るエコキャップを回収しています。キャップ 800
個で 1 人の命が救われます。
　皆さんの善意をお待ちしています。

※ホームページ　ふくいエコキャップ運動委員会参照

エコキャップの回収に
ご協力をお願いします。

□ 皆さんから寄せられたエコキャップを回収業
　 者に搬入した数量

□ 対 象
　ペットボトル飲料のキャップ（飲料以外の
キャップは、材質が異なるため回収できません。）

□ 回収先
　町社会福祉協議会と町住民安全課に回収箱を設
置してあります。キャップは軽く洗い、シールは
剥がしてお持ちください。

﹁
も
っ
た
い
な
い
グ
ル
ー
プ
﹂

　

地
球
温
暖
化
や
ゴ
ミ
の
減
量
化･

資
源
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
グ

ル
ー
プ

● 

応
募
締
切　

　

10
月
20
日(

火)

● 

応
募
方
法

　

次
の
事
項
を
用
紙
に
記
入
し
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ･

メ
ー
ル
可
）

①
作
品　

②
住
所　

③
氏
名

④
年
令　

⑤
作
品
に
つ
い
て
の
思
い 

● 

審
査
・
賞

　

審
査
は
、
美
浜
川
柳「
虹
」の
会
で

行
い
ま
す
。
優
秀
作
品
に
は
、
賞
状

と
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
、
町
民
文
化
祭
等
で

展
示
す
る
ほ
か
、
啓
発
パ
ン
フ
等
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
愛
知
県
民･

静
岡
県
民
の
優
秀
作
品
）

エ
コ
バ
ッ
グ　

地
球
の
未
来
を　

詰
め
込
ん
で

一
時
間　

早
寝
早
起
き　

エ
コ
ラ
イ
フ

冷
暖
房　

止
め
て
感
じ
る　

四
季
の
風

美
浜
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　

シ
ッ
プ
会
議
っ
て
？

　

住
民
の
方
で
構
成
さ
れ
た
組
織

で
、
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
り
、

環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た
事
業

を
考
え
て
実
行
し
て
い
ま
す
。

﹁
自
然
の
保
全
再
生
グ
ル
ー
プ
﹂

　

美
浜
の
美
し
い
自
然
を
保
全･

活
用
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ

﹁
自
然
と
遊
び
学
ぶ
グ
ル
ー
プ
﹂

　

環
境
に
関
す
る
遊
び
や
体
験
学

習
を
研
究
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

？

● 

応
募
資
格　

　

特
に
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
川
柳
と
は
、
俳
句
と
同
じ
五
・
七
・
五
の
17
音
か
ら

　

な
る
短
詩
で
、
季
語
は
不
要
で
す
。

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

ju
m

in
-an

zen
@

to
w

n
.fu

ku
i-

　

m
ih

am
a.lg.jp
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、8月18日から9月14日までの美浜発電所の状況等に
ついてお知らせします。

　

第
24
回
定
期
検
査
中

（
平
成
21
年
8
月
17
日
～12

月
上
旬
予
定
）

美
浜
１
号
機

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
21
年
7
月
23
日
～
）

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
20
年
12
月
10
日
～
）

運転管理評価チームに運転管理状況を説明する片岡所長 ( 右 )

美
浜
2
号
機

美
浜
3
号
機

運
転
管
理
評
価
チ
ー
ム(

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｔ)

の

評
価
結
果
報
告
書
が
公
表
さ
れ
ま
し
た

　

関
西
電
力
㈱
は
、
本
年
1
月
20
日
か
ら

2
月
5
日
ま
で
の
17
日
間
に
わ
た
っ
て
美

浜
発
電
所
が
受
け
入
れ
た
国
際
原
子
力

機
関(

I
A
E
A)

「
運
転
管
理
評
価
チ
ー

ム
」
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
、
8
月
25

日
、
評
価
結
果
報
告
書
が
取
り
ま
と
ま
っ

た
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

　

評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
調
査
最
終
日

に
も
、
評
価
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
は

調
査
結
果
を
概
括
し
て「
大
変
良
好
」で
あ

る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
ほ
ど
公
表
さ
れ
た
報
告
書
で
も
改
め

て
、
次
の
よ
う
な
結
論
や
感
想
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
原
電
㈱
は
、
こ
の
ほ
ど
敦
賀

発
電
所
1
号
機(

昭
和
45
年
3
月
運
転

開
始)

の
運
転
停
止
時
期
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
と
す
る
方
針
を
表
明
し
ま

し
た
。

　

敦
賀
1
号
機
の
運
転
停
止
時
期

は
、
こ
れ
ま
で
平
成
22
年
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
運
転
開
始
後
40
年
目

以
降
も
適
切
な
保
全
に
よ
り
安
全
に

運
転
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ

と
、
ま
た
、
3･

4
号
機
の
運
転
開
始

時
期
の
見
直
し
や
地
球
環
境
問
題
へ

の
対
応
、
原
油
高
等
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
方
針

変
更
の
理
由
と
し
て
い
ま
す
。

敦
賀
発
電
所
1
号
機
の
40
年
目
以
降
の

運
転
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た

●
関
西
電
力
㈱
と
美
浜
発
電
所
の
管
理
層

は
、
発
電
所
の
運
転
に
関
し
て
安
全
性
と

信
頼
性
の
向
上
に
尽
力
し
て
い
る
。
そ
の

こ
と
は
、「
安
全
を
守
る
。
そ
れ
は
私
の

使
命
、
我
が
社
の
使
命
」と
い
う
社
長
宣

言
、
3
号
機
事
故
の
再
発
防
止
対
策
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
5
つ
の
基
本
行
動
方

針
、
安
全
性
の
向
上
を
目
指
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
施
策
に
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
。

●
3
号
機
事
故
の
再
発
防
止
対
策
に
つ
い

て
、
そ
の
活
動
の
範
囲
や
質
の
高
さ
に
評

価
チ
ー
ム
と
し
て
感
銘
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
良
好
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
既

に
I
A
E
A
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て

全
世
界
に
向
け
て
発
信
さ
れ
て
お
り
、
来

年
夏
頃
に
は
、
評
価
チ
ー
ム
に
よ
る
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
訪
問
と
し
て
、
提
案
事
項
や

推
奨
事
項
と
し
て
指
摘
の
あ
っ
た
項
目
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
発
電
所
の
対
応
状
況

に
つ
い
て
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
発
電
所
の
管
理
層
、
所
員
と
も
に
安
全

に
対
し
て
献
身
的
で
あ
り
、
知
識
も
豊
富

で
、
プ
ロ
意
識
に
富
ん
で
い
る
と
い
う
の

が
、
評
価
チ
ー
ム
の
認
識
で
あ
る
。

※
広
報
み
は
ま
１
月
号
及
び
3
月
号
に
関

連
記
事
掲
載

　原子力の日は次の出来事を記念するた
めに昭和39年7月に制定されました。

10 月 26 日は原子力の日

▽昭和38年10月26日
　茨城県東海村の日本原子力研究所(現：
日本原子力研究開発機構)の動力試験炉
(JPDR)が日本で初めての原子力発電に成功 

▽昭和31年10月26日
　日本が国際連合の専門機関の一つである
国際原子力機関(IAEA)に参加


